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一
、
天
明
飢
箆
の
跡

米
価
変
動

大
坂
は
奥
州
よ
り
遠
隔
の
地
に
あ
っ
た
が
、

近
世
期
に
お
け
る

国
市
川
経
済
の
中
心
地
と
し
て
、

当
時
の
米
価
決
定
に
大
き
な
役
割
と
影
響
力
を

も
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
当
時
臼
本
全
体
の
米
価
変
動
の
代
表
地
域
に
お
い
て
、

近
世
末
の
凶
作
が
ど
う
ひ
び
い
た
か
を
み
る
た
め
に
大
坂
を
と
り
あ
げ
、

米
儲
の
変
動
を
み
た
。
そ
こ
に
幕
末
一
二
大
飢
簿
一
の
中
で
も
天
明
・
天
保
の
そ

れ
が
顕
著
で
、
大
坂
市
場
に
ま
で
強
い
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
こ
と
と
全
理
的
な

そ
の

大
飢
謹
で
あ
っ
た
こ
と
を
み
る
と
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

当
時
の
東
北
に
お

け
る
米
価
の
高
騰
を
、
天
明
の
津
軽
・
天
保
の
秋
田
?
と
中
央
市
場
に
お
け
る
そ

哨
川
『

れ
と
に
比
較
検
討
を
加
え
る
と
、
当
時
の
弘
前
・
秋
田
領
内
に
お
け
る
米
価

が
い
か
に
全
菌
的
視
野
か
ら
は
極
端
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
例
を
『
天
明
三

ん引り

受
卯
歳
大
凶
作
天
明
四
辰
歳
飢
喝
問
書
』
に
よ
っ
て
八
戸
に
お
け
る
米
相
場

を
み
る
と
、

一
:
:
・
諸
相
場
月
与
白
骨
高
値
ニ
依
て
記
す
:
・
:
」

に
記
載
の
通
り
、
年
内
に
お
け
る
較
差
が
大
き
く
、

い
か
に
急
激
な
高
騰
を
し

た
か
が
う
な
ず
け
る
と
共
に
飢
謹
の
惨
状
も
充
分
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
仙
ム
口

、、yノd
せ

藩
の
凶
荒
に
よ
る
当
時
の
損
毛
高
を
記
録
し
た
『
東
議
史
稿
』
も
、
天
明
・

天
保
の
損
毛
の
異
常
さ
を
物
託
っ
て
い
フ
心
。

ζ

れ
、
り
の
と
と
は
、

大
都
市
中
央

市
場
と
ち
が
っ
て
東
北
の
ぱ
作
被
ぎ
は
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
こ
と
を
裏
づ
け

て
い
る
。

一
授
騒
動

米
価
の
高
騰
は
、
世
上
不
安
を
ま
ね
き
、
騒
動
や

2

打
ち
壊
し
ま

なた
がは
め-
fこS主要

4S 
較関

検連
討さ
にえ

あら
たれ

つる
ての
はで

そ
の
蜂
起
回
数
分
布
を
全
菌
的
に

動
員
数
・
期
間
判
・
範
囲
な
ど
の
内

容
や
規
模
の
吟
味
・
考
意
も
必
要
で
忘
る
が
、
単
に
数
の
み
を
と
ら
え
て
み
て

ιー、

天
明
二
年
一
八
回
、
一
二
年
四
七
匝
、
四
年
二

O
目
、
五
年
一
八
回
、
六
年
三
四
回
、

七
年

五
O
回
、
天
保
三
年
一
九
日
寸
四
年
七
三
回
、
七
年
九
九
回
、
八
年
五
五
回
、
九
年

一
八
回
と
天
保
ば
七
・
八
年
に
集
中
し
て
蜂
起
の
頻
乏
が
吉
岡
く
、
天
明
と
天
保
の

両
者
で
は
、
前
者
よ
り
も
後
者
に
飢
謹
の
影
響
が
大
き
い
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

天
明
三
・
四
年
、

天
保
七
・
八
、
年
に
つ
い
て
薗
別
に
発
件
数
を
ド
ッ
ト
す
る
と
、

天
明
飢
謹
法
明
瞭
に
東
日
本
の
東
北
部
に
集
中
し
、

天
保
飢
謹
立
天
明
飢
鐙
に

比
較
し
て
全
国
的
の
分
布
が
み
ら
れ
、

2 

そ
の
影
響
が
天
明
よ
り
も
天
保
が
コ
る

か
に
広
範
か
つ
多
大
で
あ
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

徳
川
時
代
の
全
週
一
人
口
を
正
曜
に
つ
か
む
こ
と
ほ
困
難
で
あ
る

、日り

が
、
『
吹
塵
録
』
な
ら
、
び
に
先
学
の
業
績
に
よ
っ
て
、
享
保
六
年
の
人
口
を

人
口
増
減

一
O
Oと
し
た
場
合
の
天
明
・
エ
へ
保
の
盟
別
増
減
分
布
を
み
る
と
、

西
南
日
本
・

裏
日
本
で
増
、

日
本
列
島
を
つ
つ
む
自
然
環
境

東
北
日
本
・
表
日
本
で
減
と
、

か
ら
推
察
で
き
る
常
識
的
な
線
が
で
て
い
る
。
こ
れ
を
、

地
域
を
細
分
し
な
が

ら
、
地
方
別
・
彊
一
別
の
飢
義
一
の
影
響
と
い
う
点
で
み
る
と
、

天
明
後
の
減
少

近
畿
・
東
海
・
相
判
宗
・
葉
北

天
保
後
の
減
少

近
畿
・
実
北
-
葉
山
・
北
陸
・
心
陽
一
・
z
』
叫
す

天
明
者
天
保
理

土
佐



天
明
滅
天
保
減

陸
奥
・
出
羽
・
安
房
・
三
河

と
、
天
明
・
天
保
と
も
に
例
外
な
く
冷
害
凶
作
の
影
響
を
ま
と
も
に
う
け
て
い

る
の
は
東
北
日
本
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
乙
れ
に
反
し
て
西
南
日
本
は
、

天
間
吋
・
天
保
と
も
増
減
の
地
域
差
は
あ
る
が
慨
し
て
増
加
傾
向
が
顕
著
で
、
西

南
へ
進
む
程
凶
作
に
関
係
が
う
す
い
と
と
を
示
し
て
い
る
。

、，ノ
司
4

金
石
文
岩
手
の
『
郷
土
読
本
』
に
一
ポ
県
中
部
以
北
の
村
々
の
辻
や
寺
院
な

ど
に
、
有
縁
無
線
両
塔
・
餓
死
供
養
な
ど
と
刻
ん
だ
石
碑
が
関
与
自
に
つ
く
。

乙
れ
は
昔
凶
歳
に
食
物
な
く
て
餓
死
し
た
者
の
冥
福
を
祈
る
為
に
立
て
ら
れ
た

の
飢
鍾
回
顧
冒
頭
文
の
一
節
が
あ
る
が
、
森
嘉
兵

も
の
で
あ
っ
て
、
:
・
・
:
」

め，

衛
氏
も
「
岩
手
・
青
森
県
地
方
を
旅
行
し
た
人
々
は
:
・
:
・
餓
死
人
供
養
塔

の
多
い
の
に
驚
か
さ
れ
る
だ
ろ
う
・
:
・
:
」

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
州
東

北
部
に
は
こ
れ
に
類
し
た
三
界
高
霊
塔
・
供
養
塔
・
念
仏
塔
と
記
さ
れ
た
数
多

く
の
碑
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
金
石
文
は
、
宮
城
県
内
に
つ
い
て
は
三
原
良
吉
氏
の
克
明
な
調

‘
-A
司

査
が
あ
る
が
、
地
県
で
は
路
傍
の
石
と
し
て
顧
み
ら
れ
ず
、
土
地
の
人
に
さ
え

知
ら
れ
ず
に
ひ
っ
そ
り
と
と
り
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
し

A

リ

か
し
、
青
森
県
弘
前
市
小
沢
久
渡
寺
に
あ
る
卯
辰
五
輪
供
養
塔
や
、

十
和
田

a
H
4
'
 

市
板
沢
の
郵
便
局
近
く
の
道
端
に
あ
る
卯
辰
両
年
餓
死
精
霊
等
の
供
養
聞
な
ど

は
、
久
渡
寺
住
職
や
十
和
田
市
教
育
委
員
会
の
鈴
木
十
志
雄
氏
な
ど
心
あ
る

人
身
に
よ
っ
て
見
守
ら
れ
て
い
る
も
の
の
好
例
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
全

部
が
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

青
森
県
八
戸
市
対
泉
院

飢

死
寓

霊
供
養

b 

岩
手
県
盛
岡
市
東
顕
寺

四
百
九
十
男
女
餓
死
亡

霊団

宮
城
県
仙
台
市
桃
源
院

叢 餓
塚15~疋

供
養
塔

五
輪
塔15)

宮
域
県
仙
台
市
桃
源
院

な
ど
の
如
く
、

早
く
か
ら
門
前
や
境
内
に
安
置
さ
れ
て
庶
民
の
た
む
け
る
香
の

絶
え
な
い
も
の
も
あ
る
し
、

青
森
県
八
戸
市
清
水
寺

卯
辰
供
養
塔

(
高
橋
哲
仙
)

青
森
県
三
戸
郡
舘
村

餓
死
供
養
塔

(
青
森
県
叢
書
)

岩
手
県
岩
手
郡
滝
沢
村

岩
手
県
紫
波
郡
矢
幡
町

百
万
遍
供
養
塔
卯
辰
餓
死

(供(
大養育
槌塔木
町(大
史大膏輔
)鵜 木)

飢
笹
供
養
塔

岩
手
県
下
閉
伊
郡
大
槌
町

突
卯
飢
渇
亡
者
供
養
塔

岩
手
県
二
戸
市
聖
福
院

餓
死
供
養
塔

(
沢
内
武
四
)

岩
手
県
二
戸
市
聖
福
院

3 

餓
死
供
養
塔

(
沢
内
武
田
)

岩
手
県
岩
手
郡
雫
石
町
晴
山

餓
死
供
養

(
谷
藤
孝
一
)

岩
手
県
岩
手
郡
雫
石
町
林

(
谷
藤
孝
一
)

有
無
両
縁
塔

岩
手
県
宮
古
市
瑞
雲
寺

(
菊
池
万
雄
)

(
青
木
大
輔
)

有
無
縁
寓
霊
等

岩
手
県
盛
岡
市
報
恩
寺

供
養
碑

岩
手
県
陸
前
高
田
市

(
青
木
大
輔
)

万
人
施
宿
塔

な
ど
の
よ
，
y
k
、
研
究
者
の
対
象
に
な
っ
た
り
、
篤
志
家
に
記
録
紹
介
さ
れ

-Gui 

た
も
の
も
判
る
。

乙
う
し
た
金
石
の
分
布
を
も
っ
と
広
範
な
地
域
に
も
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

も
、
災
害
頻
度
の
一
端
を
推
察
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
現
状
で
は

金
石
文
の
刻
ま
れ
た
塔
碑
が
、
摩
滅
・
損
耗
・
移
動
・
転
用
な
ど
も
あ
っ
て
、

そ
の
有
無
さ
え
も
充
分
判
明
し
て
お
ら
ず
、

当
該
県
市
町
村
に
よ
る
調
査
は
精

粗
も
あ
っ
て
、

画
一
的
に
比
較
で
き
る
状
態
で
は
な
く
、
今
後
の
調
査
研
究
に



ま
っ
と
と
ろ
が
大
き
い
。

古
文
献

金
石
文
残
存
の
ほ
か
に
、
飢
箆
の
惨
状
を
記
録
し
た
地
方
文
書
や

紀
行
文
・
見
聞
記
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
巨
視
的
・
全
国
的
視
野
で
分
布
状
態
を

み
る
と
、

表
ー
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
を
み
る
と
、
天
明
飢
鍾
関
係
の
記
録
は
、

極
端
に
津
軽
に
集
中
し
、

八
戸
・
盛
岡
・
仙
台
・
相
馬
・
磐
減
と
東
北
日
本
で

も
太
平
洋
岸
に
沿
っ
て
南
下
し
て
い
る
が
、

天
保
の
場
合
は
、

天
明
に
比
し
て

同
じ
東
北
日
本
で
も
、
秋
田
・
山
形
・
酒
田
・
新
潟
と
割
合
分
散
し
て
分
布
が

み
ら
れ
、

犬
、
，
り
に
、

わ
ず
か
な
が
ら
も
、

近
江
・
伊
勢
・
京
都
・
石
見
・
伊
予
・

筑
紫
と
西
南
日
本
ま
で
広
が
っ
て
い
る
状
態
を
み
る
乙
と
が
で
き
る
。

乙
う
し
た
点
か
ら
も
、
文
書
収
録
な
ど
に
よ
る
知
名
度
も
、
天
明
は
東
北
日

本
の
特
に
太
平
洋
岸
に
強
烈
で
、
天
保
は
天
明
の
そ
れ
に
比
し
て
か
な
り
広
範

で
全
国
的
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
記
録
に
み
ら
れ
る
天
明
飢
鍾

表

I
の
文
書
は
、

全
司
的
巨
視
的
立
場
で
収
録
さ
れ
た
も
の
で
、
前
節
で
は

そ
の
分
布
の
み
を
問
題
に
し
た
が
、
乙
乙
で
は
そ
の
ほ
か
に
、
地
元
に
残
る
文

書
を
加
え
て
内
容
を
検
討
し
、
天
明
飢
穫
の
状
態
を
考
察
し
て
み
た
い
。

南
仏
記
録
は
県
史
に
収
録
引
用
さ
れ
た
も
の
の
み
で
も
南
部
・
津
軽
藩
史
料
と
し

ず
V
『
天
明
卯
辰
築
』
『
飢
箆
凌
鑑
』
司
天
明
四
辰
五
月
日
記
』
『
天

明
日
記
』
『
天
明
凶
歳
録
』
『
天
明
凶
歳
日
記
』
『
天
明
荒
録
』

明
)
、

『
天
保
雑
話
』
『
爪
戸
年
代
雑
記
』
『
天
保
凶
荒
録
抄
」

、
o
q

伊
達
藩
史
料
と
し
ず
勺
の
吋
仙
台
飢
鍾
臼
記
』
『
天
明
三
四
歳
飢

保
)
、

鍾
覚
書
』
『
天
明
飢
箆
録
』
『
卯
辰
凶
歳
世
話
物
語
』

『
東
選
史
稿
』
『
天
保
飢
鍾
録
』
『
近
江
田
野
資
料
』
『
天
保
荒
世
記
』

(
天
明
)
、

=司

闘
歳
留
』
『
時
還
読
我
書
』

量
的
に
も
前

(
天
保
)

な
ど
が
あ
り
、

述
同
織
、

天
明
は
特
に
北
ほ
ど
多
い
。

ま
た
、

天
明
飢
箆
の
死
亡
者
に

つ
い
て
の
先
学
の
業
績
を
み
て
も
、

品
切

藩
全
人
口
の
欄
一
割
減
少
、
高
橋
発
仙
氏
の
南
部
藩
一
割
八
分
・
秋
山
一
一

審
一
割
六
分
減
、
岩
手
県
史
か
ら
算
出
で
き
る
南
部
藩
の
一
割
九
分
減
、

本
庄
栄
治
郎
氏
が
述
べ
た
、

中

村

関
山
直
太
郎
氏
の
津
軽
藩
に
お
け
る
「
天
明
四
年
二
月
調
の
領
内
昨
年

-2，
 

以
来
の
餓
死
者
六
四

0
0
0
余
人
」
ゃ
、
小
鹿
島
果
氏
・
門
前
弘
多
氏

の
「
:
:
:
他
国
ニ
赴
キ
シ
モ
ノ
一
万
余
人

ル
モ
ノ
二
万
余
人

道
路
ニ
発
死
住
所
知
レ
サ

、
}
ノご

弘
前
非
人
小
屋
ニ
テ
発
レ
タ
ル
モ
ノ
八

O
O
余
人

」
な
ど
対
象
が
東
北
部
に
集
中
し
、

北
ほ
ど
甚
し
い
惨
状
に
注
意

し
た
い
。

、B
ノ滋

古
記
録
に
み
ら
れ
る
天
明
飢
箆
に
お
け
る
東
北
の
地
位
は
、
『
農
愉
』
に
記

近
国
関
東
の
う
ち
は
い
ま
だ
大
き
き
ん
と
は
い
ふ
に
い
た
ら

4 

載
σ〉
ー「

ず
・
:
:
・
-
奥
州
等
の
他
国
に
て
は
う
え
死
せ
し
か
多
く
あ
り
け
り
:
・
・
:
」
、

-Rd
一

『
孫
謀
鳥
』
の
「
・

『
餓
年
要
匂
』
の

天
明
三
年
東
方
凶

奥
羽
二
州
最
飢
:
・
:
・
」
、

天
明
一
子
卯
年
ハ
東
国
一
円
の
大
飢
鍾
就
中
奥
羽

二
ヶ
国
高
し
く
:
・
:
・
」
、
『
後
見
草

J

』
の
「
出
羽
陸
奥
の
両
国
は
常
は
豊
鏡

「
:
・
:
・

の
園
な
り
し
が

此
年
(
天
明
四
)
は
そ
れ
に
引
か
へ
て
取
わ
け
の
不
熟
に
て

天

南
部
津
軽
に
至
り
で
は
余
所
よ
り
は
甚
し
く
:
・
・
:
」

な
ど
と
、

相
対
的
な

天

般
を
む
け
て
、
全
国
的
に
み
れ
ば
東
北
は
大
変
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
当
時
の

一
般
的
傾
向
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

奥
羽
の
う
ち
で
も
津
知
牲
に
お
い
て
強
烈
だ
っ
た
と
主
張
し
た
も
の
に
は
、

『
天
明
年
度
凶
歳
日
弘
』
の
「
天
明
三
年
是
歳
諸
国
飢
鍾
陸
奥
津
軽
特
に

A
W
 

甚
だ
し
く
惨
状
前
代
未
聞
・
:
:
三
『
飢
鐙
通
有
』
の
「
・
:
・
:

我
が
津
軽



表 I 天明・天保飢箆関係文書

天明飢鍾関係、

津軽 天明突卯年所々騒動留書 (庶民)

" 耳目心通記 (庶民〕

" 天明凶歳記 (古今〉

点γ 濫暢日記 (古今〕

" 夢の松風 (一撲〉

" 天明年度凶歳・日記 (ー撲)
λy 機鐘通考 (箆志〉

八戸天明三突卯歳・大凶作天明

四辰歳・飢喝筒書 (庶民〕
ι， 兎園会集説 (類苑〉

南部飢鍾考 (庶民)
λγ 動転愁記 (古今)

仙台扶桑奇跡抄 (鍾志〕

" 天明卯歳凶歳・世話物語 (古今〉

" 日本野史 (災異〉

" 古老口碑 (鐘志〕

相馬天明救荒録 (庶民)

会津孫謀録 (庶民)

磐城福島県救荒誌 (古今〕

下野農輸 (大典〕

" 農家心得言iI (箆志)

武蔵武江年表 (武江)

" 下駄屋甚兵衛書上 (大典〕
，γ 天明大政録 (大典〉
ぬF 凶年記信 (箆志)

" 後見草 (辞典〕

" 春濃鴬 (済史〉

下総安食皐魅物語 (済史〉

大阪貨幣参考 (災異〉

石見騒動記 (箆志〉

隠岐凶年歳土穣 (鍾志)

(注〉
庶民 日本庶民生活史料集成(森・谷川1)

古今 古今凶作飢謹志(門前弘多)

一撲 徳川時代百姓ー撲叢談(小野武夫〉

鐘志 日本震災凶鍾5~ (権堂成郷〉

類苑古事類苑(刊行会)

災異 日本災異志(小鹿島果)

大典 日本経済大典(滝本誠一〕

武江武江年表

辞典 世界歴史辞典(下中弥三郎)

済史 近世地方経済史料(小野武夫〕

天保飢箆関係

津軽津軽地方凶荒一件 〔古今〉
λ， 耳目心遥記 (庶民)

八戸 天保四美己年凶作日記 (古今)

秋田飢謹懐覚録 (済史)

南部 遠野唐丹寝物語 (ー撲)
λγ 飢鍾考 (庶民)
。 天保気候録 (古今)

山形天保年中己荒子孫伝 (鍾志)

酒田 天保非常備組立方諭達 (済史)

仙台天保飢鍾録 (古今)
λγ 天保耗歳録 (古今)

磐城石川郡秋田氏凶作の事 (古今)

越後救荒孫之杖 (箆志)

常陸済急記間 (済史)

下野農家心得言11 (鍾志)

" 古老実験 (災異〉

信濃補畿新書 (済史)

" 天保飢箆略記 (災害)

" 機年要録 (災害)

武蔵武江年表 (武江)

" 飢箆噺衛書類集 (噺)
あV 天保飢箆奥州武蔵問書 (済史)

甲斐郡内騒動 (一僕)

相撲報徳記 (類苑〕

近江天保義民録 (一撲)

伊勢救荒恵宣 (大典)

京都荒歳流民救他図 (箆，志)

伊予御世の恵 (済史)

" 松之一葉 (大典)

" 赤子問答 〔大奥)

" 救荒瑛論 (大典)

諸国(奥州・常陸・出羽・石州-駿州・三河・

日向・遠州・越前・近江・下総-筑紫，

伊勢・濃州・信州・丹後)

嵐損便覧 (災害)

災害近世気象災害志(荒川!秀俊)

噺 飢護噺間警類集〈高梨輝憲、)

一 5 -



五
都
は
皆
吉
々
た
る
水
田
に
し
て
・
・
・
・
:
外
に
産
す
る
の
口
問
な
く
唯
米
を
輸
出

し
て
百
貨
と
交
換
し
て
以
て
用
を
弁
ず
る
の
み
:
・
・
:
偶
凶
荒
に
遭
へ
は
凍
餓

に
死
す
る
屯
半
に
至
り
し
と
古
よ
り
往
左
り
・
・
」
、
『
天
明
美
卯
年
所

々
騒
動
留
室
百
』
な
ど
の
記
海
が
あ
る
。
山
口
弥
一
郎
氏
が
『
天
明
度
に
於
け

内
ぺ

υ

る
津
軽
大
秋
の
死
絶
と
再
興
』
の
中
で
「
減
少
率
七
割
引
三
分
五
屡
・
:
・
:
死

絶
明
屋
敷
と
記
入
し
た
も
の
も
あ
る
:
・
:
・
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
津
軽
に

お
け
る
天
明
飢
鐙
の
惨
状
を
物
語
る
好
例
と
い
え
よ
う
。

津
軽
に
対
す
る
糠
部
に
つ
い
て
は
三
謀

hp
の
「

南
部
は
津
軽

続
に
て
司
様
に
侯
へ
と
も
山
郷
多
侯
放
津
軽
よ
り
も
不
宣
・
:
・
:
」

南
部
領
第
一
の
凶
作
懇
難
の
次
第
は
八
戸
に
相
関
侯
・
:
・
:
」
、

=. 

天
ー「

!月
卯
辰
築3め.
色白

σコ
ーー可

凡
一

O
ケ

此
度
の
飢
渇
ば
僅
に
卯
の
九
月
よ
り
震
の
五
月
迄

月
に
不
満

餓
死
疫
慣
に
て
死
亡
す
る
処
半
国
余
に
及
へ
り
;
・
・
:

『
十
三
朝
紀
融
』
の

'-
、

「
天
明
三
年
八
月
一
一
一
一
日
陸
奥
・
・
:
:
東
国
飢
南
部

尤
甚
餓
死
者
多
:
:
:
」
な
ど
は
、

津
軽
地
方
よ
り
も
東
北
隅
、

八
戸
地

方
に
飢
謹
の
焦
点
と
い
L
つ
べ
き
と
こ
ろ
が
し
ぼ
ら
れ
、

米
価
の
短
期
凋

の
急
騰
を
記
録
し
た
『
天
明
三
突
卯
歳
大
凶
作
天
明
四
辰
歳
飢
喝
聞
書
』

「
諸
相
場
月
々
日
々
高
値
依
て
記
す

に
み
ら
れ
る
。

八
戸
相
場

卯
コ
一
月
米
二
斗
一
升
:
・
:
:
:
七
月
一
斗
五
升
:
:
:
:
・
八
月
二
八
日
八
升

-一

O
月
二
八
日
五
升
二
・
三
合
・
:
:
:
:
十
一
月
二
八
日
四
升
二

-
一
二

A
口

翌
辰
年
正
月
三
升
八
合
・
:
:
:
:
」
は
、

食
料
需
給
の
ア
ン
パ

ラ
ン
ス
に
よ
る
急
騰
を
意
味
し
、

飢
餓
の
急
激
な
進
行
を
示
す
も
の
で

あ
る
。

ま
7こ

天
明
飢
謹
直
後
に
こ
の
地
方
を
訪
れ
だ
高
山
彦
九
郎
も
『
北
行

ぬ山
γ

η
3
 

日
記
』
に
「
南
部
領
中
八
ノ
戸
わ
け
で
飢
喝
す
:
・
・
:
」

八
戸
地
方
の
飢
餓
を
強
調
し
て
い
る
。

と
記
録
し
て
、

青
森
県
八
戸
市
対
泉
院
門
前
に
あ
る
『
飢
死
高
霊
供
養
石
碑
』
ば
、
当
地
方

に
お
け
る
天
明
飢
護
の
惨
状
を
物
語
る
も
の
と
い
わ
れ
、
裏
面
記
載
文
中
の
後

世
故
意
に
抹
消
し
た
箇
所
ぱ
、
人
肉
食
に
関
係
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
て

哨
り

い
お
が
、
乙
れ
を
裏
づ
け
る
記
録
は
多
々
あ
る
。

「:・・
掲

辰
築
)

附
近
の
老
人
死
侯
而
葬
候
を
堀
返
し
喰
侯
見
届
・
:
:
・
」

(
天
明
卯

出
崎
村
の
源
次
郎
と
申
者
の
女
房
な
ど
・
:
・
:
;
・
男
子
の
餓
死
致
し

侯
を
女
両
人
に
て
四
日
間
に
た
べ
申
侯
・
:
・
:
子
供
の
泣
声
致
し
候
に
つ
き
隣

家
よ
り
参
り
見
れ
ば

ま
だ
生
き
た
る
子
供
の
股
へ
食
ひ
っ
き
唐
り
侯
由
・
:

豊
田
村
の
支
村
の
:
:
:
長
三
郎
と
申
者
の
惇

E:
・
;
母
と
妹
餓
死
致
し
侯
に

二
O
日
ば
か
り
間
右
母
と
妹
を
食
ひ
候
て
骨
を
ぽ
薪
の
代
り
に
焚
き
・
:
:
・
」

〈天

2
2
T騒

動

争

)

「
・
:
:
・
妻
我
が
子
に
食
を
与
へ
ず
・
:
:
・
子
は
終
に
死
せ
り

パ
U
，

(
天
明
救
荒
同
町
)

6 

則
母
其
子
の

肉
を
そ
ぎ
食
し
け
れ
共
・
:
:
・
」

、

「
:
・
・
:
日
走
も
五
一
戸
の
辺
;
・
:
・
夫
婦
に
男
女
の
子
有
る
者
父
親
餓
死
せ
り
:
・

末
子
の
女
子
:
・
・
:
我
々
明
日
に
も
餓
死
す
べ
き
身
・
:
・
:
母
や
兄
の
言

葉
を
用
ひ
し
寸
遂
に
父
親
の
死
骸
を
切
刻
み
煮
焼
て
食
ひ
尽
し
け
る
:
:
・
」

(
飢
霞
考
)

「
・
:
;
・
八
一
戸
神
明
社
の
内
に
大
男
餓
死
人
有
之
侯
を
腕
腰
の
辺
切
侯
て
料
理

致
居
候
不
}
見
・
:
:
・
母
銭
死
候
を
娘
家
の
内
に
留
置
食
物
に
致
し
居
候
:
・
:
・
ト

「
烏
沢
村
:
・
・
:
し
う
と
め
級
料
五

1
七
升
ば
か
り
有
之
侯
を
嫁
に
か
く
し
不

宛
;
・
:
・
嫁
も
せ
ん
方
な
く
子
を
こ
ろ
し
喰
申
侯
・
:
・
:
」

(
天
明
三
阜
大
卯
歳



引
ザ

大
凶
作
天
四
辰
歳
飢
喝
間
酔
)

金
ふ
べ
き
も
の
の
限
り
食
ひ
た
れ
ど
も
、

後
に
は
尽
果
て
、

先
に
死

し
・
:
:
・
」

た
る
日
比
を
切
取
て
は
後
ひ
し
由

(後忌)

或
は
小
児
の
首
を
切
・
:
:
・
脳
味
噌
を
引
出

二
本
木
村
の
某
は
其
娘
の
祝
し
た
る
を
喰
ひ
或
は
祖
母
の
死
肉
を
喰

(
餓
一
隆
司
趨
叫
勺
)

へ
し
と
一
五
へ
り
:
・
・
:
」

誰
と
は
知
れ
ぬ
髪
乱
し
た
る
女
の
死
た
る
上
に
康
一
し
二
い
三
歳
の
子

守
F

、υ
i

(
飢
歳
凌
制
町
)

と
も
の
真
白
な
る
小
腕
を
右
の
手
に
持
喰
ふ
:
・
・
:
」

「
在
'q
次
第
に
食
い
労
れ
て
犬
猫
鶏
様
の
物
を
喰
仕
過

其
後
は
馬
を
殺
し
て

食
事
と
し
・
:
:
・
馬
も
く
ひ
果
し
詮
方
な
き
余
り
に
や
死
し
た
る
人
の
肉
を
食

〆。
d

す
る
も
の
在
々
所
々
に
多
:
・
・
:
」
(
天
明
凶
高
録
)

「
・
:
:
・
牛
馬
は
勿
論
人
肉
に
も
及
し
と
そ
・
:
・
・
・
・
:

哨
り

A
“z
 

土
年
表
)

「
:
・
:
・

L 

(
原
始
課
筆
風

多
ク
ハ
女
子
/
肉
人
/
食
ト
ナ
レ
リ
:
・
・
:
」

遂
ニ
馬
モ
食
ヒ
尽
キ
テ
詮
方
ナ
ク
死
シ
タ
ル
人
ノ
肉
ヲ
食
ス
・

(
八
一
戸
間
見
蜘
)

「
古
来
稀
成
義
は
非
人
共
犬
猫
牛
馬
を
喰
候
は
世
に
不
思
議
に
存
候
所
死
掛
り

候
人
之
内
を
町
は
な
し
格
別
う
ま
き
味
な
る
よ
し
申
候
言
語
同
断
:
:
・
」

(
兎
閣
会
集
説
)

-:・」

わ
れ
ら
は
馬
を
〆
ら
ひ
人
を
く
ひ
て
か
ら
き
命
を
た
す
か
り
つ
れ
と

(
菅
江
真
澄
遊
覧
記
)

「
:
:
:
飢
年
に
大
野
村
中
庄
屋
と
酒
造
家
と
二
軒
の
み
人
を
食
は
ず
箕
余
は

皆
ナ
人
を
食
ろ
ふ
・
:
:
・
」

「
其
頃
諸
村
を
廻
る
事
あ
り
て
見
る
に
塚
菓
を
は
井
戸
の
如
く
掘
り
起
し
屍
を

食
ひ
た
る
跡
恐
ろ
し
く
・
:
:
・
」

「:・;・

飢
人
共
強
き
ば
弱
き
を
殺
し
て
食
ひ
・
:
・
:
一

r町、

北

f丁
目
記 51)

「
・
:
・
:
乞
食
小
児
の
手
を
噛
み
て
居
る
を
見
つ
る
と
・
:
:
・
」

と
、
人
肉
食
の
記
録
が
多
く
、
当
時
の
世
上
が
い
か
に
荒
廃
し
て
最
悪
の
条

件
下
に
あ
っ
た
か
を
物
語
る
必
の
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
岩
手
県
九
戸
郡
軽
米

21 

の
湾
高
潤
沢
家
文
章
一
目
『
宮
内
覚
牒
』
に
は
、

「
友
ヲ
喰
申
候
牛
馬
犬
猫
鶏
杯
之
類
ハ
大
上
品
之
様
心
得
喰
申
侯

此
下
川
原

杯
ニ
ハ
死
人
石
分
茂
多
御
座
侯
得
者
人
喰
共
自
宅
夜
今
ニ
参
股
ヲ
切
腹
ヲ
割
五

蔵
ヲ
取
出
頭
ヲ
割
布
の
ふ
み
そ
を
取
て
っ
ぽ
け
ニ
入
持
参
致
侯
肉
ヲ
者
直
ニ
鍋
ニ

テ
煮
上
ケ
・
:
:
・
」

と
当
時
の
情
景
を
伝
え
て
い
る
が
、

せ
い
惨
と
い
う
よ
り
ぽ
か
は
な
い
。

4
4
 

Fnu 

日
本
章
一
日
記
』
の

人
肉
に
粛
す
る
最
初
の
記
録
は
、
『

「
欽
明
天
皇
二
八
年

に
み
ら
れ
、
飢
鐸
の
惨
状
表
現
の
常
で

あ
り
実
際
に
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
と
の
評
も
あ
る
が
、

7 

是
歳
都
国
大
水
幾
人
或
相
食
:
・
:
・
」

一
方
で
は
、
飢

餓
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
最
後
の
手
段
に
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
す
る

ヘリツ

見
方
も
あ
」
る
。

前
者
は
、
宗
教
的
・
社
会
的
・
人
道
的
に
問
題
と
し
て
扱
う
べ
き
で
ぽ
な
く
、

ふ
れ
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
と
し
て
評
し
て
い
る
も
の
と
も
思
わ
れ
、

後
者
ぱ
、

そ
れ
に
し
て
も
事
態
の
深
刻
さ
は
と
う
し
て
表
現
せ
ず
に
ぽ
お
ら
れ
な
い
と
い

う
立
場
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
こ
で
は
、

記
録
の
是
非
は
論

を
ま
た
な
い
が
、

乙
と
の
真
偽
を
別
に
し
て
、

記
録
の
有
無
そ
の
も
の
の
分
布
を

問
題
に
し
、
そ
の
背
景
と
な
っ
た
当
時
の
環
境
を
思
う
の
み
で
あ
る
。

『
北
行
日
一
一
ア
』
に
は

「
仙
北
の
小
野
村
:
・
・
:
:
・
八
年
前
飢
鍾
の
年
盗
賊

多
く

j
i
-
-
・
」
と
秋
田
の
仙
北
郡
で
は
盗
賊
の
横
行
し
た
記
録
は
あ
っ

て
も
人
肉
に
関
す
る
記
録
は
な
く
、

岩
手
で
も
、

「
:
・
・
:
:
・
国
一
頭
宿
寺



回
よ
り

比
辺
も
餓
死
多
つ
け
れ
と
も
牛
馬
を
食
ふ
に
至
ら
ず
:
:
:
」

と
記
し
て
、

奥
羽
の
東
・
西
に
つ
い
て
、

人
肉
記
録
の
南
限
を
示
し
、

一
線
を
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
注
目
し
た
い
。

、

寺

院

過

去

帳

よ

り

み

た

天

明

飢

箆

① 

寺

院

過

去

帳

抄

過
去
帳
は
、

本

来

死

亡

者

の

冥

福

を

祈

る

目

的

で

し

た

た

め

命

日

と

仏

名

の

み

で

足

り

る

わ

け

で

、

特

記

事

項

は

む
し
ろ
異
例
の
こ
と
で
あ
る
が
、

あ
げ
る
と
、

天

明

飢

箆

に

関

連

し

た

も

の

の

み

を

「
九
世
代
天
明
餓
死
ヨ
リ
寛
政

7

テ
;
:
:
」
(
長
福
利
)
、

「
天
明
三
卯
年
大
飢
鍾
ニ
テ
一
束
ニ
付
米
一
升
余
白
河
-
-
J
J
・-」

iF
、

(
長
善

「

天

明

三

塁

涜

歳

此

年

大

不

作

大

凶

年

大

ク

他

国

乞

食

出

数

不

「
口
日
叫
一
寸
)
、

知

j
i
-
-
・」

「
天
明
四
年
七
月
朔
日

湊

村

利

三

郎

船

ノ

者

餓

死

人

数

助

五

(郎
対・

泉与
院ω〕重
)郎

と・
、伊

之
助

長

松

浪

助

重

太

郎

・

松

兵

衛

j
i
-
-
・」

一

般

に

餓

死

・

的

作

は

禁

句

と
さ
れ
て
い
た
時
に
、

あ
え
て
そ
れ
を
記
録
し
た
も
の
で
、
「
:
:
・

、

h
q

(
口
口
寺
)
、

四

O
O
人

余

他

国

他

所

ニ

テ

不

知

モ

有

之

j
i
-
-
-
」

「

救

人

御

助

粥

被

仰

付

右

小

屋

ニ

而

死

去

之

人

数

j
i
-
-
-
都

合

二

郡

二

九

人

所

々

四

一

人

合

七

O
人

男

五

一

人

(

松

庵

事

)

な

ど

は

、

食

を

求

め

て

当

て

も

女

一

九

人

右

之

通

候

天
明
四
年
辰
七
月
」

な

く

右

往

左

往

し

た

状

態

を

物

語

っ

て

い

る

も

の

で

あ

る

。

も

っ

と

も

悲

惨

な

も

の

に

「

天

明

三

突

卯

此

年

大

凶

年

三

月

分

九

月

ω
 

(
対
泉
院
)

迄

天

東

北

雨

風

ニ

而

喰

馬

喰

人

程

之

儀

也

」

の

記

録

も

あ

る
②。

年

平

均

死

亡

者

数

記
録
は
記
録
者
個
人
の
意
士
山
に
よ
っ
て

な

さ

れ

る

も

の

で

あ

る

か

ら

そ

の

人

の

主

観

の

介

入

は

当

然

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

そ

う

し

た

記

録

の

み

に

よ

っ

て

地

域

間

の

比

較

検

討

ば

決

そ
の
点
、

し
て
充
分
と
は
い
え
な
い
。

人

間

の

死

と

い

う

厳

粛

な

事

実

に
よ
る
対
比
は
、

。司。

考

察

に

相

対

性

と

客

観

性

を

可

能

に

す

る

利

点

が

あ

対
象
地
域
は
山
陰
・
北
陸
の
一
部
を
含
め
た
主
と
し
て
東
北
日
本
で
あ
る
。

地
域
別
・
寺
院
別
に
明
和
八
年
か
ら
明
治
三
年
ま
で
の
一

0
0年
間
か
ら
得
た

年
平
均
死
者
数
を
も
と
に
、
次
の
諸
式
に
よ
る
値
を
算
出
し
て
比
較
検
討
を
加

え
た
。

M
:
・
・
・
年
平
均
死
亡
者
数
(
明
和
八

1
明
治
三
)

T
・
:
・
天
明
飢
謹
(
二

t
六
年
)
年
平
均
死
亡
者
数

m-:
・
月
別
死
亡
者
数

T
/
M
×一

0
0

天
野
飢
鍾
の
被
害
率

8 

ふ

L
-
-
-
-
-
-

m
/
M
×一

0
0

ni---
月
別
被
害
率

図
1
は

t
お
よ
び
、

t
と
同
時
に
し
て
求
め
た
天
保
飢
箆
の
被
害
率
と
を

ド
ッ
ト
し
た
も
の
で
、
前
述
の
米
価
変
動
・
一
撲
蜂
起
・
人
口
推
移
・
記
録
な

ど
に
よ
っ
て
推
察
し
た
東
北
日
本
に
お
け
る
東
北
部
の
被
害
高
率
が
、

な
お
明

地
域
的
に
も
焦
点
を
し
ぼ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
河
あ
る
。
，
天
明

飢
箆
年
の
米
価
高
騰
を
嘆
い
て
諸
国
の
米
価
を
記
し
た
『
農
輸
』
に
よ
っ
て

λ
U
Iノ

米
価
分
布
を
画
い
た
り
、
『
孫
謀
且
明
』
に
よ
る
米
価
分
布
で
も
そ
う
で
あ
る

が
、
過
去
帳
に
み
る
、

瞭
に
な
り
、

天
明
飢
箆
年
の
死
亡
率
分
布
ば
、
奥
羽
山
脈
に
よ
っ
て

明
確
に
東
と
商
と
に
大
別
さ
れ
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
天
保
の

そ
れ
は
、

垂
直
高
度
分
布
に
し
た
が
っ
て
中
央
高
地
に
の
び
、

ケ
ツ
ペ
ン
の
気

侯
区
分
。
『

ωと
類
似
の
線
を
画
く
、
標
準
的
形
態
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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③
月
別
死
亡
者
数

八
戸
付
近
の
詳
察
の
た
め
、

八
戸
市
対
泉
院
・
弘
前
市

泉
光
院
・
上
北
郡
青
岩
寺
・
久
慈
市
長
福
寺
に
よ
っ
て
、
天
明
・
天
保
の

m
と

n
と
を
み
る
と
(
図
2
)
、
天
明
の
死
亡
者
は
、
極
端
に
三
年
末
か
ら
四
年
初

め
に
集
中
し
て
、
飢
餓
の
惨
状
を
裏
づ
け
る
よ
う
な
鋭
い
ピ

1
ク
が
み
ら
れ
る

天
保
の
そ
れ
は
、
天
明
に
比
し
て
中
小
ピ

l
ク
の
繰
り
返
し
が

長
期
に
わ
た
っ
て
い
る
と
い
う
特
色
が
あ
ザ

の
に
対
し
て
、

天
保
の
飢
箆
は
俗
に
「
七
年
間
の
不
作
」
と
い
わ
れ
戸
如
く
、
長
期
間

連
続
凶
年
の
特
色
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
、
「
七
年
飢
両
」
と
い
わ
れ
た

ぎ時九

「
j
i
-
-
-
其
余
七
ヶ
年
は
皆
共
に
凶
変
:
・
:
:
:
」

(
天
保
凶
荒
録

「
:
:
:
:
・
一

一
庚
子
春
唱
八
ヶ
年
間
飢
箆
凶
作
打
続
餓
死
致
者

(
実
相
寺
過
去
帳
)
、
「
自
天
保
四
年
七
箇
年
之
中
飢

(
長
一
福
寺
過
去
嗣
て
な
ど
に
み
ら
れ
る
如
く
、
長
期

数
多
:
:
:
:
・
」

鍾而・・・・・・・・・」

間
の
凶
年
は
衆
自
の
み
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

凶
作
飢
鍾
が
一
カ
年
で
被
害
を
甚
大
に
す
る
乙
と
が
ま
れ
で
、
数
カ

年
の
継
持
・
断
続
が
普
通
で
あ
る
。

太
郎
氏
尚
、

乙
の
点
を
強
調
し
な
が
ら
関
山
直

「
天
明
及

a

ぴ
天
保
に
は
凶
作
連
年
に
及
び
:
・
:
:
:
」
、

「
天
明
の
飢
鍾
は
連
続
数
年
に
わ
た
る
凶
荒
結
果

j
i
-
-
・
」
、

「
天
明

の
凶
作
及
飢
箆
は
時
間
的
に
も
永
く
:
:
:
:
・
」
と
し
て
い
る
が
、
寺
院

過
去
帳
で
み
る
限
り
は
、

天
明
に
は
三
年
一

O
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
の

短
期
間
に
死
亡
者
が
集
中
し
、

地
域
的
に
も
陸
奥
糠
辺
地
区
に
強
烈
で

あ
っ
た
ζ

と
が
指
摘
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、

南
の
久
慈
市
長
福
寺
と
北

の
七
戸
町
青
岩
寺
で
は
、
北
の
青
岩
寺
檀
家
地
域
に
ひ
ど
く
、
東
の
八
戸
市

対
泉
院
と
西
の
弘
前
市
泉
光
院
で
は
、
東
の
対
泉
院
檀
家
地
域
で
惨
状
を
呈
し

て
と
れ
を
立
証
じ
て
い
る
α

月
別
死
亡
者
数
の
画
く
カ

l
プ
を
季
節
的
に
み
る
と
、

凶
作
年
の
年
末

ー
一
二
月
か
ら
上
昇
し
は
じ
め
て
、
翌
年
春
か
ら
夏
の
食
料
在
庫
欠
乏
入
手
困

難
と
い
う
時
季
に
ピ

l
ク
を
つ
く
る
、
飢
箆
年
独
特
の
死
亡
曲
線
を
画
い
て
い

る
。
日
本
に
お
け
る
総
死
亡
率
の
月
別
変
化
は
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
二
月
か

ら
六

l
七
月
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
下
降
線
を
た
ど
る
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対

A
V
 

し
ず
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
月
別
死
亡
者
数
の
変
化
は
、
例
外
な
く
春
か
ら
夏

に
か
け
て
上
昇
カ

1
プ
を
画
い
て
、
平
年
の
そ
れ
と
は
対
照
的
で
あ
る
点
を
特

に
注
意
し
た
い
。

追

ロ』
-Z↓一

an

乙
の
稿
は
、

一
九
七
五
年
春
の
歴
史
地
理
学
会
大
会

(
京
都
大
学
)

に
お

い
て
発
表
し
た
も
の
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

過
去
帳
に
よ
る
場
合
の
男
女

別
年
令
別
や
武
士
と
町
人
の
階
層
別
・
都
市
と
農
村
別
な
ど
の
ほ
か
、

凶
作
飢

10 -

霞
の
背
景
と
な
っ
た
当
時
の
自
然
環
境
や
人
文
環
境
に
も
言
及
す
べ
き
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
乙
と
に
し
た
い
。

。注
。
下
中
弥
三
郎
(
一
九
五
五
)

世
界
歴
史
辞
典

P
・
三
八
三

t

2) 

近
世
地
方
経
済
史
料

J¥ 

p
・
三
五
七
J

小
野
武
夫

(
一
九
六
九
)

森

〈
一
九
七

O
)

日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成

嘉
兵
衛
・
谷
川
健

七

高
橋
正
作
著
「
飢
歳
懐
覚
録
」

p
・
三
二
九

l
所
収

天
保
四
年
前
後
一
八
年
間
の
米
価

森

嘉
兵
衛
・
谷
川
健

(
一
九
七

O
)

日
本
庶
民
生
活
史
料
果
成

七

添
田
犠
左
之
門
著
「
耳
目
心

P
-
三
二
四

l
所
収

通
説
」
享
保

l
寛
政
の
米
価

3) 

森

嘉
兵
衛
・
谷
川
健

(
一
九
七

O
〕

日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成



4) 

高
橋
党
仙

門
前
弘
多

5) 

黒
正

黒
正

青
木
虹
二

七

P
-
四
一
五

〈
一
九
六
二
)

(
一
九
四
四
)

岩

(
一
九
七
一
)

岩

(
一
九
七
一
)

t
三
三
七

(
一
九
七
一
)

日
本
人
口
史
の
研
究

古
今
回
作
飢
箆
誌

百
姓
一
祭
の
研
究

百
姓
一
撲
の
研
究

百
姓
一
撲
総
合
年
表

一
五
六
、
二
三
八
J
二
五

世
界
歴
史
辞
典

下
中
弥
三
郎
(
一
九
五
五
)

6) 

四
五
八

古
事
類
苑
刊
行
会
〈
一
九
二
七
)

p
・一

O
一

大
日
本
史
(
食
貨
三
)

P
-
一
五
五

p
・
二
二
四

p
・
二
五
五
J
二
六

続
編

P
-
三
三
回

p
・
一
五

O
I

p
・
四
三
九
J

日
本
国
郡
沿
革
考
・

勝
部
真
長
・
絵
本
三
之
介
・
大
口
勇
次
郎
(
一
九
七
回
)

本
庄
栄
次
郎
(
一
九
三

O
)

...L. 
/、

p
・
二
九
七
l

本
圧
栄
次
郎
(
一
九
四
一
)

高
橋
林
凡
仙

関
山
真
太
郎
〈
一
九
四
八
)

〈
一
九
七
一
)

高
橋
党
仙

の

(
一
九
七
五
)

人
口
及
人
口
問
題

日
本
人
口
史

近
世
日
本
人
口
の
研
究

日
本
人
口
史
研
究

勝
海
舟
全
集

p
-
三
七
J

p
・
六

P
-
八

O
J

p
・一

O
七
l

大
日
本
古
来
人
口
考
の
成
立
過
程
と
本
文

p
・
八
四
J

大
東
文
化
大
学
紀
要郷

土
続
本

旧
南
部
濯
に
於
け
る
天
明
の
飢
箆

社
会

8) 

森 岩
手
県
教
育
会
(
一
九
二
九
)

9) 

宮
城
県 嘉

兵
衛
(
一
九
三
二
)

経
済
史
学

(
一
九
六
二
)

宮
城
県
史

上

P
-
九

p
・
二
四

O
t

11) 1⑪ 

青
森
県
弘
前
市
小
沢
久
渡
寺
住
職
談
(
一
九
七
五
・
三
・
一

0
・
訪
問
)

郷
土
館
長

鈴
木
十
士
山
雄

青
森
県
十
和
田
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

1~ 1$ 

青
森
県
八
戸
市

岩
手
県
盛
岡
市

1~ 1~ 1.v 
岩
手
県
花
巻
市

宮
城
県
仙
台
市

高
橋
党
仙

新
編
青
森
県
叢
書
刊
行
会
(
一
九
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Disas七erFamine Tenmei's on Considera七ion

KIKUCH工

The purpose of this study is to make c1ear the characteristics of 
Tenmei's famine disaster in North Eastern Japan. The writer compared 

Tenmei's disaster with Tenpo's which a1so happend in the 1ate Toku-

gawa Era. As a resu1t the writer can indicate the fo110wing points. 
On Tenpo's famine disaster: 
(1) We can find out a suffered district resemb1ing to Dfa region of 

c1imatic pattern of Koppen. 

Kazuo 

(2) The disaster was nation-wide and extended over a 10ng period of 
time showing some peaks from 3rd year of Tenpo to 10th. 

Meanwhi1e， on Tenmei's famine disaster: 
(1) This disaster can apparent1y be divided into two regions， West 

side(West Tohoku) and East side， by mountain ranges. Especia11y 

in the Pacific Ocean side of Tohoku district it was very Severe. 

It occured in a short-term， but some of the peaks were extreme1y 
high and pointed. 

(3) As for the number of the dead persons per month in the Aomori 
prefecture， Hachinohe(on the Pacific Ocean) shows especia11y the 
high peak more than any other district. 

(2) 
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一
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表
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・
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駅
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跡
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元

の

一
試
考

長

谷

正

紀

〆¥

(

要

旨

)

古
代
釈
家
・
駅
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復
元
ぽ
、
諸
先
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に
よ
り
究
明
さ
れ
、

摩
史
地
理
学
紀

要
(
十
六
集
)

『
交
通
の
歴
史
地
理
』
に
も
、

近
来
の
成
果
が
一
示
さ
れ
て
い
る
。

上
記
先
学
の
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
付
紀
伊
菌
に
お
い
て

は
史
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に
名
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す
駅
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部
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的
復
元
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の
一
試
論
と
、
。
駅
家
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に
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て
の
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記
載
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つ
い
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し
て
み
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ば
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喜
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に
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駅
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。
賀
太
。
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ら
ぎ
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歌
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加
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に
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さ
れ
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両
駅
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を
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ぶ
駅
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を
一
不
す
史
料
と
し
て
『
平
安
遺
文
』

(
七
九
)
の
記
事
が
あ
げ
ら

れ
る
。
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知八池
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(四)
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四南東
五至至
)丈山

部路
氏
真
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性
木
選
穐
磨

地

西
至
駅
路

北
一
主
山
路

本
史
料
に
名
を
残
す
「
駅
路
一
を
那
賀
郡
山
埼
郷
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に
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、
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。
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史
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す
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駅
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」
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地
籍
圏
等
で
復
元
し
、

古
代
駅
路
を
追
求
し
た
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第
で
あ
る
。




